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「自分のからだを知ろう」プロジェクトの過程での
CBPR の有用性の検討

―人々の集まり方に coalition の概念を用いて―

後　藤　桂　子１），菱　沼　典　子２），松　谷　美和子２），大久保　暢　子２）

瀬戸山　陽　子２），安ヶ平　伸　枝２），岩　辺　京　子２），中　山　久　子２）

佐　居　由　美２），有　森　直　子２），村　松　純　子３），田　代　順　子２）

　自分の健康に主体的である市民の育成を目指し，その基本となるからだに関する知識を子供に提供する
ためのプログラムを開発した。それは，聖路加看護大学 21 世紀 COE プログラムのひとつであり，people-
centered care であった。その教育プログラムの開発過程を，人々の集まり方の側面について coalition とい
う概念を用いて community-based participatory research（CBPR）という視点で振り返り，研究手法とし
ての CBPR の有用性を検討した。核となる大学教員のはじめたプロジェクトが，人づてにネットワークと
して広がり，そこに定期的会合，議事録作成，連絡方法が確立し，資金支援を受け，教育プログラムの作成
が進んだ。また，組織としてのシステムが定まったプロジェクトは，地域などへ対外的に活動をすることが
でき，内部では役割分担も起こった。コミュニティとの関係は，はじめは，プロジェクト側の力が強いもの
であったが，コミュニティと関わりながらその教育プログラムを精選し作成していく中で，コミュニティと
の間で，エンパワーメントとコンピテンスが移動し，プロジェクト側も，コミュニティ側もともにキャパシ
ティビルディングが起こった。ここにおいて CBPR のスタートとしてのコミュニティとの対等な関係がで
きた。ここまではらせんモデルに示す coalition である。これは CBPR の最初の段階であるコミュニティを
見つける段階に含まれる。われわれはこの段階を 4 期に分けてとらえ，これがコミュニティのニーズを知り，
コミュニティと対等な関係で協働していくうえで，とても重要であることを見出した。

キーワード：コミュニティ，people-centered care，community-based participatory research，coalition（凝
集），協働

抄　　録

受付日 2009 年２月 20 日　受理日 2009 年７月 14 日
１）埼玉県立大学，２）聖路加看護大学，３）Baby in Me 

　報　告　

Ⅰ．序論

医療・看護は，「人々のために」「その人に合った」「患
者主体」，ということを目指して活動が行われている。
自分の健康に主体的に関わるためには，膨大，多岐な健
康情報を理解し，選択し，自分の行動につなげることが
必要になる。このとき最も基本的な知識となるのが，自
分のからだについてのものである。

自分の健康に主体的に関われる市民の育成を目指し

て，2003 年よりからだに関する知識を子供たちに伝え
るプログラムと教材の開発をしてきた（菱沼他，2006）。
このプロジェクトは，聖路加看護大学 21 世紀 COE プ
ログラム＜市民主導型の健康生成を目指す看護拠点：
people-centered care ＞（以下 PCC と略する）のひと
つに位置づけられ，市民一人ひとりの固有のライフスタ
イルである「生きてきた経験」を生かし，市民が主体と
なる健康生成社会の実現と，新しい看護のあり方を市民
の方々とパートナーシップとコラボレーションを通じて
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つくり出し，提供することを目指している。つまり，計
画，実施，評価のすべての段階から市民と看護職者がパー
トナーシップによる双方向のコミュニケーションを行う
ことを心掛け，共有できる事柄の吟味，互いの知恵や思
いを引き出しあえる機会を生み出せるように関わりあう
ことをモットーに進められると小松は述べている（小
松他，2005）。概念分析手法によって 12 文献から明ら
かにされた PCC の属性，先行要件，帰結（山田，2004）
を，本プロジェクトは十分に満たしていた。本研究は，
この PCC を追求したプロジェクトを，市民との協働で
健 康 課 題 を 追 及 す る community-based participatory 
research（以下 CBPR と略する）の視点から分析する
ことで，保健医療の専門職主体ではない人々主体の研究
手法を検討することを目指した。

Ⅱ．研究目的

この研究の目的は「自分のからだを知ろう」プロジェ
クトの活動経過を，市民との協働に関して coalition（凝
集）の側面を焦点として，CBPR のコミュニティとの関
係性の視点から分析し，研究方法としての有用性を検討
することである。

Ⅲ．研究方法

「自分のからだを知ろう」プロジェクトのメンバー間
で，活動を時系列で振り返り，プロジェクトが PCC と
なっていたかどうかと，その理由を討議した。この記録
と，５年間の会議録，発表論文（Goto, et al., 2007；後
藤他，2007；大久保他，2008；Okubo, et al., 2008；松谷他，
2007）から研究過程を整理し，Butterfoss の coalition と，
Israel と Chrisman と麻原らの示す CBPR の視点で分析
した。

各調査は本学研究倫理審査会の承認を受け，個人特定
ができないように配慮した。

Ⅳ．研究に用いた概念

１．コミュニティ

Israel（Israel, et al.，2005）は，CBPR において，コ
ミュニティとは人々がメンバーの一員であると感じられ
る実態をもったひとつの単位とし，共通のシンボル的シ
ステムや価値や規範をもち，関心事を共有し，互いの
ニーズを満たすことへのコミットメントを通じて他者と
情緒的に結びつき，他者と同一視できるひとつの単位と
してコミュニティを定義づけている。また，Minkler ＆
Wallerstein（2003）　の定義を用いて（Israel p.33）“地
理的，政治的帰属，文化，人種や民族，信念や宗教，独
立の民族共同体，あるいは，学校や労働の場のような施

設に関連あるものや，そうしたものに関連していようが
いまいが同一視できる何かをグループ間で共有している
というように，ひとつの共通のアイデンティティをもつ
人々である”としている。

Chrisman ら（1999）は，健康に関わる問題は，コミュ
ニティのあらゆるレベルで取り組む必要があると述べ，
その人の知識・性格をも含めた個人，並びに，家族・職
場・友人関係も含み，さらに社会の仕組みも含めて，人々
が健康な生活を送れるように効率よく重要な役割を果た
すために集まるのだとし，コミュニティモデルの図を示
している。

２．CBPR におけるコミュニティとの関係

Chrisman ら（1999）は，コミュニティとの協働には
いくつかあると述べ，最初の段階がネットワークであ
り，人または組織間のつながりを指し，あまり構造化さ
れていず，非常に柔軟性があり，ほかの構造への第１歩
であるとしている。次が，coalition で，「さまざまな組織，
派閥の代表者で構成された組織で，共通の目標を達成す
るために合意して事業を営む」と定義され，“共同のプ
ロジェクトをもつ“とも訳される。この組織構造は，強
化され，持続性があり，それぞれの組織行動に何らかの
影響を与えるが，その期間は有限であるとされている。
第３が，協働であり，持続的でより構造化された組織で，
さまざまなグループが複数の目標を一度に達成するため
に事業を営み，区分された構造をもち，持続性に富んだ
組織構造である。

３．coalition（凝集）

共通の目標達成のために一緒に働くことに同意する個
人が集まっていくことを coalition という。集まったメ
ンバーがカギとなり，メンバーのコミットメント能力（も
てる力）の動員が起こる。コミュニティの凝集度は，メ
ンバーの役割，期待，外部で費された時間，参加の利と
困難，意思決定への影響によってみることができる。

Butterfoss は，coalition がコミュニティの中で形成
されていく構造とプロセスを示している（Butterfoss，
2004，2006，2007；Butterfoss ＆ Francisco，2004）。 凝
集は，特定の段階を経て発展するものであり，新しいメ
ンバー加入，計画の修正，問題の追加の際に，この段階
を循環する。各段階ではコミュニティの背景因子の影響
を受け，特定の因子が coalition 機能を強化し次の段階
への進行を強化する。リードする者や会合が，機会や切
迫状況や命令に反応したときに coalition は始まる。そ
のとき，リードする者や会合組織から，技術的助力，財
政的あるいは物質的支援，信頼性，価値あるネットワー
ク，コンタクトの提供が必要である。これにはコミュニ
ティからの信用を受ける必要性をよくわかっている窓口
役の助けが役立つ。通常健康ないし社会問題を解決した
いと切望している人々の核となるグループを募集するこ
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とから始まる。次に，異なった関心をもつグループや機
関や組織や施設を代表するような広い種類の参加者を含
めて拡大すると，より効果的な coalition となる。スタッ
フとメンバーの間でのオープンで頻繁なコミュニケー
ションによって，ポジティブな組織雰囲気がつくられ，
利がコストを上回ることが保証され，資源が貯蓄され，
メンバーが確立し，効果的査定と計画とが行われる。分
有され公式化された意思決定プロセスと，葛藤の処理が
存在し，強いリーダーシップによって，凝集機能は改善
する。協働プロセスを促進する対人関係および組織技能
を有するスタッフを雇うこともある。公式の規則，役割，
構造，手順があれば，資源の蓄積，メンバーの結びつき，
効果的査定と計画がうまく進む。

４．Chrisman の示した CBPR

Chrisman は，CBPR を 3 つの意味から説明している。
（Chrisman，1999）第１は，さまざまな分野の人たちが
協働してひとつの目的に向かって働いていくことであ
る。そこには，パートナーシップが築かれる。第２は，
この協働の関係が循環しながら進み，その中で互いの理
解が深まり，関わりが主体性を増し，働く内容が修正さ
れていくことである。これによって，CBPR の重要な点
であるコミュニティが利益を得るということが達成でき
るのである。第３として，専門家・研究者とコミュニティ
メンバーとの間で，知識やパワーの平等なやり取りが起
こる。パワーとは，自分以外の人に自分が達成したいこ
とをやらせるということだという。

CBPR のプロセスの最初の段階は，ニーズを感じる
こ と で あ る。（Chrisman, et al., 2002；Garvin, et al., 
2004；Labonte, et al., 2001a, b）「これでは困る」「何かが
足りない」という認識をもって，“立ち上がる”。それか
ら“プロジェクトをやろう”となり，それがうまくいけ
ば，“よしもう一度やろう”となる。これが，①ニーズ
を感じること，②参加すること，③エンパワーメント，
④コミュニティコンピテンスへのキャパシティビルディ
ングとしてあらわされるもので，CBPR の中の，コミュ
ニティのアセスメントの段階である。次が，コミュニティ
に関わる優先課題を設定することである。文化的背景や
外部介入が行われながらコミュニティのキャパシティビ
ルディングとパワーの共有が起こり，プログラムが実行
され，その結果が必要に応じてフィードバックされなが
ら，評価され，維持されていく。このプロセスは，円環
をなすもので，直線的なものではないとされている。

５．麻原らの示した CBPR

麻原ら（麻原他，2006）と酒井ら（2006）は，CBPR
とは何かを論じ，そこから「CBPR の定義，目的」「CBPR
のプロセス」「CBPR のアウトカム」の 3 項目を研究疑
問とし，英文献 44 件を分析した。定義は，Israel のもの
が多く，研究者とコミュニティメンバーがすべての研究

プロセスに参加する協働アプローチであること，対等な
関係性であるパートナーシップによって行われる発展・
循環する相互作用のプロセスであること，総合的な地域
アセスメント，プログラム開発と実践，評価，普及によっ
て地域の健康問題を改善するプロセスであり，これらの
一連のプロセスを通してコミュニティをエンパワーメン
トすることが含まれていたとしている。なお，コミュニ
ティの定義については言及されていない。CBPR の目的
は，5 つにまとめられている：①社会経済的，医療的に
不利益な環境にあるコミュニティの人々の，健康に関連
する貧困や人種差別などの特定課題への対応，②コミュ
ニティの健康増進と健康改善，③コミュニティの問題解
決能力の向上，④パートナーシップの促進，⑤コミュニ
ティの文化に適合したサービスの開発，評価，普及であ
る。

これらの目的を果たすために，5 段階をプロセスとし
て提示している：①対象と健康問題のあたりをつける，
②組織をつくる，③健康問題を特定する，④プログラム
の計画と実施，⑤プログラムの評価である。

Ⅴ．結果

ま ず 人 々 の coaliton に つ い て は，Butterfoss の
coalition の考えが，本プロジェクトでの参加者の結び
つきの推移と合致していた。すなわち，子供のためのか
らだに関する教材をつくり，教育プログラムを実施する
ことを，共通の目標として，プロジェクトは集まった。
それは揺らぐことなく，ひとつの軸としてはじめから現
在まであり，その周りに人々が集まり活動してきた。そ
のことはらせんモデルに示すことができた（図１）。

Israel, Chrisman, 麻 原 ら の CBPR の 観 点 と，
Butterfoss の coalition を統合してみると，本プロジェ
クトをらせんモデルに示した人々の集まり方，つながり
方，参加の仕方を焦点として４つの段階に分けることが
できた（表１）。第１期は，人々の集まりからつながり
が結ばれた時期で，個人のレベルでのつながりであり，

「人づて」ということである。ここから得られる結果は，
普遍性や，客観性には乏しい。CBPR の中での「ニーズ
を探る」「あたりをつける」「つながりをつくる」という
段階である。第２期は，その人々の中から，核となる人々
の集合が生まれた時期である。共通の関心事である「子
供のためにからだの知識を教える教材をつくる（絵本を
つくる）」を軸として，会合がもたれ，実働する人々が
メンバーシップをもつ組織が生まれた。定期的な会合，
議事録，必要経費，“「からだを知ろう」キャラバン”と
いう名称（のちに「自分のからだを知ろう」プロジェク
トと改称）が定まった。この核となる人々には，看護大
学ではじめに着手した教員のほかに，他領域の教員，養
護教諭，市民も加わっていた。この組織ができたことで，
対外的に必要な資源となる人々と接触することが，計画
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的になり，メンバー内での活動の分担という形がとられ，
外部からの資源が入り，同時に活動の焦点である教材の
作成が進められた。第３期は，この核となるメンバーを
中心にして，プログラムの協働をできるコミュニティを
探ることがされた時期である。作成した絵本とそれを用
いたプログラムを，対象とする子供たちに実施するため
に行動した（石本他，2008）。この段階で対象者のいる
幼稚園や保育園と関係をもつもち方は，核となるメン
バーを介してというものであった。また，地域へは自治
体を通じても行われ，地域の看護大学という立場をもと
にして直接的な働きかけも行った。地域に開かれたシン
ポジウムを開催し（佐居他，2007），市民講座の受講者
の意見を聴くという機会ももつことができた（後藤他，
2008）。このプロジェクトがひとつの組織として，看護
大学の中に存在し，その代表者，連絡方法，会の進め方，
計画というものが確立したから，地域へと向かうことが
できたと考えられる。同時に，教材としての絵本の完成
で，それに対するモニター調査を，看護大学のウェブを
通して行うことができた（瀬戸山他，2009）。これにより，
人づて，地域というつながりを超えて，広い人々の意見
を聞くことができ，同時に絵本の普及に役立った。ここ
までの段階は，人々のつながり方が個人の集まりであり，
Chrisman と麻原らがいうコミュニティを探していく段
階ということもできる。

第４期になって，活動は協働するコミュニティを見つ
けるという段階になる。同時に出来上がったプログラム

の評価を目指しての実施ということになり，評価研究が
計画された。核となるメンバーを介して見つけたコミュ
ニティとしての幼稚園や保育園であるが，この段階に
なって，CBPR としてのコミュニティが確定した。

Ⅵ．考察

人々の凝集の度合いは，時間，会合の参加者，役割規定，
財政支援などから評価する必要があるといわれている。
Butterfoss の示した coalition action theory（Butterfoss，
2007）のモデルに従うと，はじめにコミュニティの背景
として，前述した保健医療を取り囲む社会状況や人々の
状況があった。coaliton の核となってリードしたのは，
看護大学の看護学の教員および保健師，医師であり，そ
こから人づてで人々が集まった。この集まったメンバー
の中では，月１回の定例会合，議事録作成，書記の当番
制，メール連絡が行われ，システムとなった。会合場所は，
看護大学内講義室で，長方形の机を囲み，メンバー 7 ～
15 人が会して行われた。夕食や飲み物を囲んで，自由
な発言のできる場となり，議事進行は前もって集められ
た議案に従って行われたが，発言は指名制ではなく，適
宜自由に行われた。

リーダーシップは，大学教員が担ってはじまった。次
第に，本プロジェクトの中心である教育教材の絵本，紙
芝居が作成され，その実施，評価と焦点が移る中で，核
となる者が変化した。焦点ごとに，担当班がメンバー内

第３期

第２期

第１期

絵本

絵本修正，解説書作成
シンポジウム

うたと踊り

Ｔシャツ，絵本，紙芝居

先駆例 イラストレーター

基礎看護学教員

イベントプランナー うたと踊り

Ｔシャツ，絵本，紙芝居

先駆例

翻訳
教材調査
翻訳

教材調査

評価研究へ

公立幼稚園

親子

保育士
学生

保護者
Ｔシャツ工房
イラストレーター

養護教諭
大学教員

基礎看護学教員

卒業生

幼稚園 助産師保育園

地域の親子
イベントプランナー

私立幼稚園

図 1　「からだを知ろう」プロジェクトのらせんモデル



– �� –

聖路加看護学会誌　Vol.13 No.2 July 2009
表

1
　

人
の

つ
な

が
り

か
ら

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

獲
得

ま
で

の
４

つ
の

段
階

第
１

期
　

人
々

の
集

ま
り

か
ら

つ
な

が
り

へ
年

度
活

動
活

動
内

容
人

々
つ

な
が

り
方

20
03

始
ま

り
の

集
ま

り

健
康

に
主

体
的

な
市

民
の

育
成

の
た

め
に

は
自

分
の

か
ら

だ
に

つ
い

て
の

知
識

を
き

ち
ん

と
も

つ
こ

と
で

あ
り

，
そ

れ
は

，
子

供
の

時
か

ら
教

育
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
，

そ
の

実
態

の
把

握
を

模
索

す
る

た
め

に
集

ま
り

を
も

つ
。

看
護

大
学

基
礎

看
護

学
教

員
財

政
支

援
を

受
け

る
。

20
03

市
場

の
教

材
調

査
市

場
で

販
売

さ
れ

て
い

る
か

ら
だ

に
関

す
る

情
報

の
含

ま
れ

る
玩

具
，

書
籍

，
教

材
，

人
形

モ
デ

ル
な

ど
の

実
態

を
調

査
す

る
。

看
護

大
学

基
礎

看
護

学
教

員

20
03

子
供

の
知

識
や

健
康

問
題

の
調

査

小
学

校
な

ど
の

子
供

た
ち

の
知

識
の

内
容

や
，

か
ら

だ
に

関
わ

る
実

態
を

養
護

教
諭

か
ら

の
聞

き
取

り
調

査
す

る
。

15
名

の
養

護
教

諭

養
護

教
諭

に
任

意
団

体
に

教
員

を
介

し
て

連
絡

す
る

。

第
２

期
　

つ
な

が
っ

た
人

々
か

ら
核

と
な

る
人

々
が

生
ま

れ
る

年
度

活
動

活
動

内
容

人
々

つ
な

が
り

方

20
04

先
駆

例
の

調
査

子
供

へ
の

健
康

教
育

の
先

駆
例

を
文

献
か

ら
発

見
し

，
そ

の
実

践
例

を
調

査
す

る
。

地
方

自
治

体
の

保
健

師
，

先
駆

例
を

実
施

し
て

い
る

保
健

師

文
献

で
発

見
し

，
連

絡
を

取
る

。

20
04

コ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
の

決
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

コ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
を

検
討

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
対

象
は

５
～

６
歳

児
と

す
る

。
時

間
は

15
分

程
度

。
目

に
見

え
る

も
の

や
日

常
生

活
で

経
験

し
て

す
で

に
知

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

導
入

す
る

こ
と

，
親

も
参

加
し

家
庭

で
話

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
，

正
し

い
知

識
を

伝
え

る
こ

と
を

決
め

る
。

内
容

は
，

８
項

目
（

神
経

系
，

循
環

器
系

，
消

化
器

系
，

生
殖

器
系

，
泌

尿
器

系
，

運
動

器
系

，
免

疫
系

，
呼

吸
器

系
）

と
し

，
ま

ず
，

循
環

器
系

，
消

化
器

系
か

ら
教

材
を

つ
く

る
と

決
め

る
。

他
領

域
の

大
学

教
員

大
学

内
へ

の
呼

び
か

け

20
04

T
シ

ャ
ツ

，
紙

芝
居

の
作

成

循
環

器
系

，
消

化
器

系
の

２
つ

に
つ

い
て

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

教
材

を
作

成
す

る
た

め
の

検
討

を
始

め
る

。
血

の
話

，リ
ン

ゴ
が

う
ん

ち
に

な
る

ま
で

の
絵

本
，消

化
器

系
T

シ
ャ

ツ
を

作
成

し
た

。
絵

本
を

拡
大

し
た

縦
長

の
め

く
り

型
紙

芝
居

を
作

成
し

た
。

イ
ラ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

，
シ

ャ
ツ

工
房

他
領

域
の

大
学

教
員

の
知

り
合

い

20
05

絵
本

の
分

担
決

定
残

り
の

６
項

目
の

絵
本

作
成

を
図

る
。

メ
ン

バ
ー

が
分

担
を

決
め

，
内

容
を

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
検

討
し

な
が

ら
作

成
を

進
め

た
。

コ
ア

メ
ン

バ
ー

の
確

立

20
06

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
の

完
成

絵
本

「
私

の
か

ら
だ

」
全

７
冊

の
う

ち
，①

消
化

器
系

，②
循

環
器

系
，③

泌
尿

器
系

，
④

呼
吸

器
系

，
⑤

神
経

系
，

⑥
骨

と
筋

肉
の

計
６

冊
を

作
成

し
た

。
絵

本
を

拡
大

し
た

縦
型

め
く

り
式

紙
芝

居
を

作
成

し
た

。
消

化
器

Ｔ
シ

ャ
ツ

，
腎

臓
T

シ
ャ

ツ
が

で
き

た
。「

か
ら

だ
フ

シ
ギ

」
の

歌
と

踊
り

が
で

き
た

。

保
育

園
の

保
育

士
と

歌
製

作
者

コ
ア

メ
ン

バ
ー

の
知

り
合

い

第
３

期
　

核
と

な
る

人
々

を
中

心
に

協
働

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

探
る

年
度

活
動

活
動

内
容

人
々

つ
な

が
り

方

20
05

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

試
用

２
つ

の
施

設
で

，
消

化
器

系
の

教
材

を
用

い
て

実
施

。
年

長
児

に
対

し
て

。
参

加
観

察
し

，
保

育
士

お
よ

び
保

護
者

に
質

問
し

調
査

を
実

施
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
者

は
，

１
施

設
は

研
究

者
，

も
う

１
施

設
は

保
育

士
。

２
つ

の
施

設
の

保
育

士
，

園
児

，
保

護
者

コ
ア

メ
ン

バ
ー

を
介

し
て

依
頼

す
る

。

20
05

消
化

器
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
と

調
査

１
幼

稚
園

で
２

ク
ラ

ス
の

子
供

に
消

化
器

系
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

施
行

し
，

保
護

者
に

対
し

て
質

問
し

調
査

を
行

っ
た

。
94

％
の

子
供

が
家

庭
で

「
リ

ン
ゴ

が
う

ん
ち

に
変

わ
る

ま
で

」
の

話
題

に
触

れ
て

い
た

。
園

児
は

自
ら

が
絵

本
を

使
っ

て
か

ら
だ

に
つ

い
て

家
族

に
説

明
で

き
る

喜
び

を
感

じ
て

い
た

こ
と

が
母

親
か

ら
聞

か
れ

た
。

今
後

も
継

続
的

な
体

系
的

な
か

ら
だ

の
学

習
を

願
っ

て
い

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

有
用

性
が

支
持

さ
れ

た
。

１
幼

稚
園

の
子

供
，

保
護

者

コ
ア

メ
ン

バ
ー

の
幼

稚
園

20
06

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催

「
子

供
と

学
ぼ

う
，

か
ら

だ
の

仕
組

み
」

を
テ

ー
マ

に
看

護
大

学
に

お
い

て
実

施
。

そ
の

内
容

は
，

①
あ

な
た

は
ど

の
く

ら
い

か
ら

だ
を

知
っ

て
い

ま
す

か
，

か
ら

だ
の

図
に

臓
器

と
名

称
を

親
子

に
記

入
し

て
も

ら
う

，
②

紙
芝

居
「

リ
ン

ゴ
が

う
ん

ち
に

な
る

ま
で

」，
③

歌
と

踊
り

「
か

ら
だ

フ
シ

ギ
」，

④
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

あ
っ

た
。

全
体

と
し

て
好

評
な

感
想

を
得

た
。

子
供

が
か

ら
だ

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

に
は

ほ
と

ん
ど

が
賛

成
と

い
う

結
果

だ
っ

た
。

地
域

の
幼

稚
園

，
保

育
園

の
保

育
士

，
幼

稚
園

教
諭

，
子

供
，

保
護

者
。

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

の
た

め
に

イ
ベ

ン
ト

プ
ラ

ン
ナ

ー
，

キ
ル

ト
制

作
集

団
，看

護
大

学
生

，
看

護
大

学
教

員

コ
ア

メ
ン

バ
ー

か
ら

地
域

住
民

へ
，

さ
ら

に
地

域
施

設
へ

と
連

絡
す

る
。

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

は
地

域
へ

オ
ー

プ
ン

の
形

式
を

と
る

。

20
07

市
民

講
座

で
絵

本
使

用
と

調
査

大
学

と
自

治
体

が
協

力
し

て
行

う
市

民
講

座
に

お
い

て
，

作
成

し
た

絵
本

を
使

用
し

た
。

そ
こ

で
絵

本
の

内
容

，
わ

か
り

や
す

さ
，

子
供

に
与

え
る

こ
と

に
つ

い
て

の
意

見
を

尋
ね

た
。

成
人

で
は

あ
っ

た
が

，
絵

本
の

内
容

の
中

に
は

未
知

で
あ

っ
た

こ
と

も
あ

っ
た

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

ま
た

内
容

は
わ

か
り

や
す

い
と

評
価

さ
れ

，
子

供
に

与
え

る
こ

と
へ

反
対

は
な

か
っ

た
。

市
民

講
座

に
参

加
し

た
成

人

自
治

体
と

の
協

力
の

市
民

講
座

講
師

が
コ

ア
メ

ン
バ

ー

20
07

絵
本

の
配

布
と

説
明

大
学

の
あ

る
自

治
体

内
の

公
立

の
幼

稚
園

，
保

育
園

（
合

計
14

）
へ

，
２

部
ず

つ
７

冊
の

絵
本

を
配

布
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
普

及
さ

せ
る

よ
う

な
計

画
が

各
施

設
と

結
べ

る
こ

と
を

考
え

て
い

た
。

保
育

園
の

看
護

師
は

，
よ

い
教

材
で

あ
る

と
と

ら
え

て
い

た
。

実
際

の
運

用
は

紙
芝

居
，

パ
ネ

ル
シ

ア
タ

ー
，

内
容

の
選

択
な

ど
が

検
討

課
題

で
あ

る
と

の
こ

と
だ

っ
た

。
幼

稚
園

の
園

長
会

で
は

保
護

者
に

配
布

は
好

ま
し

く
な

い
と

回
答

を
受

け
た

。
各

施
設

で
，

閲
覧

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
と

の
要

請
で

，1
0

部
ず

つ
を

追
加

配
布

し
た

。
そ

の
際

施
設

の
園

長
，

看
護

師
と

話
す

機
会

か
ら

は
，

既
存

の
健

康
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
あ

る
こ

と
，

内
容

の
確

か
さ

は
認

め
ら

れ
る

よ
い

教
材

で
あ

る
こ

と
，

何
ら

か
の

形
で

活
用

を
検

討
す

る
こ

と
も

あ
り

う
る

こ
と

を
聞

い
た

。
生

殖
器

系
の

絵
本

，
内

容
に

つ
い

て
は

看
護

師
以

外
の

施
設

側
が

抵
抗

を
感

じ
て

い
る

印
象

を
強

く
受

け
た

。

地
域

の
保

育
園

，
幼

稚
園

の
園

長
，

看
護

師

保
育

園
は

，
役

所
を

通
じ

て
，

幼
稚

園
は

地
域

住
民

を
通

じ
て

で
あ

っ
た

が
，

絵
本

の
配

布
時

の
面

会
と

話
は

直
接

行
っ

た
。

20
07

絵
本

の
モ

ニ
タ

ー
調

査

看
護

大
学

が
も

っ
て

い
る

ウ
ェ

ブ
上

の
情

報
配

信
を

用
い

て
，５

～
６

歳
児

を
も

つ
親

，
そ

の
保

育
や

教
育

に
関

わ
る

人
々

に
絵

本
の

モ
ニ

タ
ー

と
な

り
，

質
問

に
答

え
て

も
ら

う
こ

と
を

行
う

。
10

0
名

を
募

集
し

た
。

７
冊

の
絵

本
を

送
付

し
，

ウ
ェ

ブ
上

で
１

冊
ご

と
の

回
答

を
求

め
た

。
回

答
率

は
６

割
程

度
で

あ
っ

た
が

，
絵

本
の

内
容

に
つ

い
て

は
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

が
聞

か
れ

，
今

後
の

絵
本

の
内

容
の

修
正

に
役

立
つ

。

ウ
ェ

ブ
に

答
え

た
モ

ニ
タ

ー
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

20
07

地
域

幼
稚

園
，

保
育

園
で

の
実

施

地
域

の
幼

稚
園

，保
育

園
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
，教

材
の

あ
る

こ
と

を
知

ら
せ

，実
施

を
促

す
。

延
べ

21
施

設
で

の
実

施
が

行
わ

れ
，

使
わ

れ
た

教
材

は
４

系
統

で
あ

っ
た

が
，

対
象

者
，

教
材

使
用

者
か

ら
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

対
す

る
意

見
や

，
反

応
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
研

究
者

側
か

ら
の

参
加

観
察

者
も

教
材

の
改

善
点

や
，

展
開

方
法

に
つ

い
て

，
施

設
の

話
を

聞
く

こ
と

が
で

き
た

。

地
域

の
幼

稚
園

，
保

育
園

の
教

諭
，

保
育

士
，

看
護

師

案
内

の
文

書
の

配
布

第
４

期
　

協
働

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
見

つ
け

る
年

度
活

動
活

動
内

容
人

々
つ

な
が

り
方

20
07 ～

１
幼

稚
園

で
の

７
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施

メ
ン

バ
ー

を
通

じ
て

１
つ

の
幼

稚
園

で
，

７
系

統
す

べ
て

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
出
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から集い，そのリーダーが決まり，その焦点ごとでリー
ダーシップを発揮していった。この段階では，はじめに
核となった大学教員と，それ以外の人々，特に幼稚園教
諭，保育園保育士，養護教諭との間におけるエンパワー
メントとコンピテンスの蓄積がみられる（図２）。はじ
めは，このプロジェクトが作成した教材プログラムを依
頼して実施してもらうという段階であり，送り手であっ
たメンバーは，自分たちのプログラムが価値があり，十
分なものであると考えていた。それまでに養護教諭の意
見を聞いたり，市場の調査をしたり，何回にもわたる会
議を重ねて，言葉を吟味し，内容を精選してきたという
自負があったからである。受け手であった幼稚園のほう
は，このプログラムははじめてのものであり，従来から
もっていた保健に関わるプログラム（例：歯磨き）とは
異なり，臓器の名前や働きをその内容とするものであり，
当初は専門的なものととらえ，自分たちでは内容を伝え
るのが難しいと感じた。この時点でのプログラムの実施
は，送り手であるメンバー主導のものであった。メンバー
がもっている力，すなわち，専門知識，作成した教材は
大きいものであった（図２－Ａ）。

ところが，プログラムを実施し，それに対する子供た
ちの反応，保護者の意見を合わせて，幼稚園教諭や保育
園保育士からの意見を聴くと，プログラムの対象とする
子供のことや，プログラムの内容，望ましい言葉という
ものがとてもたくさん示唆された。メンバーがもってい
なかった本当に現実の対象の姿をよく教えてくれ，「対
象に合った」ということの具体的な形を力としてメン

バーは得た。このときは，図２－Ｂのように，幼稚園教
諭や保育園保育士のもっているものが大きく，大学教員
は受け手として，その経験や工夫やプログラムの内容，
実施方法を力として得たことになる。

この２つの段階を経て，互いに対等に互いの力不足
（ニーズ）を示しあい，もっている能力（コンピテンス），
資源を出し合い，ひとつの焦点（この場合はプログラム
を実施すること）に向かって，一緒に進んでいき，力を
出し合った。これが，互いにとって，もっている能力を
提供し享受する（エンパワーメント）ようになっていっ
た。図２－Ｃがその対等関係を示す。

次に，本プロジェクトを CBPR の視点でまとめた表
１をみると，共通の関心事をもって人々が集まるところ
から，coalition が始まり，その人々が次第に中心課題を
見出し，その核となるメンバーが決まり，会合や連絡の
整った組織が生まれているのがわかる。組織が確立する
ことで，活動が計画的となり，対外的に活動の形が整い，
同時に組織内部での活動の分担や役割が定まる。ここま
でが，われわれの第３期までにみられたことである。こ
れは，Butterfoss が示した coalition による活動の経過で
ある。ここからが，Israel の述べる CBPR の研究として
の過程になる。その始まりの段階としては，人々が集ま
るところから述べられているが，それがひとつの研究
手法となるのは，ここからである。そのことは，CBPR
として Chrisman をはじめ多くの研究者が示した論文
に も 示 さ れ て い る（Chrisman，2002；Garvin，2004；
Burhansstipanov, et al., 2005；Fong, et al., 2003）。すな
わち，それらの論文では，コミュニティが研究の当初か
ら確定している。多くは地域にもともと存在するもので
あり，それが自らもつ健康問題を取り上げる場合もある
し，研究者側が健康問題の存在を何らかの方法で見出し
て，コミュニティに働きかけることを決定している場
合もある。本プロジェクトの場合には，協働して CBPR
のコミュニティとなっていくことになったのは，2007 年
度のプログラム実施を経た 2008 年度の１私立幼稚園と，
メンバーを介して知り合った 2008 年度の１公立保育園
である。すなわち，ここからCBPRという研究手法を使っ
ての研究が，市民との協働で始まることになったといえ
る。

Ⅶ．展望

現在，本プロジェクトが獲得し，協働関係を結ぶこと
ができた２つの施設で，この「からだを知ろう」プログ
ラムが進行中である。この進行プロセスは，CBPR であ
るので，その状況を今後は追い，改めて報告する。今回
の報告で，コミュニティ，市民と協働して，健康問題に
取り組んでいくプロセスのはじめの段階として，人々の
coaliton が起こり，協働関係ができていくことを示した。
これは，研究者主体の研究手法では見過ごされてきたも

Ｃ

幼稚園教諭，保育園士 大学教員

Ｂ

幼稚園教諭，保育園士

大学教員

Ａ

幼稚園教諭，保育園

大学教員

図２　エンパワーメントの状況
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のであるが，現代社会の中で医療の受益者主体を求め，
協働関係を重視する際には，そのプロセスを明確に示し
たうえで，協働研究を実施すべきである。その際のひと
つの手法として，今回の経過が参考になれば幸いである。
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英文抄録

The Effectiveness of CBPR in The Process of 
“Knowing Our Body” Project

―Focusing on The Coalition of People―

Katsura Goto
（Saitama Prefectural University）

Michiko Hishinuma，Miwako Matsutani，Nobuko Okubo
Yoko Setoyama，Nobue Yasugahira，Kyoko Iwanabe

Hisako Nakayama，Yumi Sakyo，Naoko Arimori
Junko Tashiro

（St. Luke's College of Nursing）

Junko Muramatsu
（Baby in Me）

The educational program for children has been developed in order to foster people to be active for their own 
health.  This project was one of St. Luke’s College of Nursing 21st Century COE Program for last 5 years.  This 
whole program aimed to the People-Centered Care.  We discussed our process of developing and implementing 
the educational program through the Community-Based Participatory Research (CBPR) methods focusing on the 
coalition that shows how people get together to the common concerns.  Our project had started with the core group 
of faculties in the nursing college, and expanded to community people through the network.  On this expanding 
process, the project could get the regular meetings, the meeting records, the mailing list, and the financial support.  
This organized project could have contacts with the local communities, several kindergartens, and community people.  
At the same time several small groups had been organized in our project to implement our program in several 
communities, and to evaluate the program.  The project members shared each role and got responsibility.  The 
balance of empowerment and competence between each community and us had moved from the imbalance on each 
side to the equal balance.  This equal balance is the starting point of the CBPR and before this the research project 
was struggling to identify the needs and capacity of the target community.  This is very significant for community 
collaboration to have equal relationship in capacity building.

Keywords：community, people-centered care, community-based participatory research, coalition, collaboration


